

































































 第 5章では、長崎県内にいる ALS患者 N氏とＯ氏について紹介し、加速度センサや画像
を利用するインターフェイス方式の適用結果について述べる。これらの方式は、意思伝達
の入力手段として有効に機能したことを述べる。また、これらの方式に対する評価・考察
を述べる。 
 第 6章では、提案する複数の入力インターフェイスの特徴や適用条件について検討した結
果について述べた。さらに、意思伝達装置を長期間に適用したことから得られた意思伝達
装置の維持管理の仕組みについての検討結果について述べた。最後に、本論文のまとめを
述べた。 
 
